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琴浦町税条例の一部改正について

税務課

１ 趣旨

令和６年１月に発生した能登半島地震による災害（以下「今般の災害」とい

う。）では、広範囲において、生活の基礎となるような家財や生計の手段に甚大な

被害が生じており、かつ、発災日が１月１日と令和５年分所得税（令和６年度分

個人住民税）の課税期間に極めて近接していること等の事情を総合的に勘案し、

臨時・異例の対応として、令和６年度分個人住民税について、以下のとおり今般

の災害による損失に係る特別な措置を講ずることとなった。

（雑損控除の特例）

○ 今般の災害により住宅や家財等の資産について損失が生じたときは、令和６年

度分の個人住民税（令和５年分所得）において、その損失の金額を雑損控除の適用

対象とすることができる特例を設ける。

２ 条例改正

地方税法改正により、町税賦課について特例を条例に規定し、適正な課税を図る

ものとする。

なお、当該改正議案については議会最終日の 3月 22 日に追加提案したい。
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改正後 改正前

附 則 附 則

(令和６年能登半島地震災害に係る雑損

控除額等の特例)

第５条の２ 所得割の納税義務者の選択に

より、法附則第４条の４第４項に規定す

る特例損失金額(以下この項において「特

例損失金額」という。)がある場合には、

特例損失金額(同条第４項に規定する災

害関連支出がある場合には、第３項に規

定する申告書の提出の日の前日までに支

出したものに限る。以下この項及び次項

において「損失対象金額」という。)につ

いて、令和５年において生じた法第 314

条の２第１項第１号に規定する損失の金

額として、この条例の規定を適用するこ

とができる。この場合において、第 34 条

の２の規定により控除された金額に係る

当該損失対象金額は、その者の令和７年

度以後の年度分で当該損失対象金額が生

じた年の末日の属する年度の翌年度分の

町民税に係るこの条例の規定の適用につ

いては、当該損失対象金額が生じた年に

おいて生じなかったものとみなす。

２ 前項前段の場合において、第34条の２

の規定により控除された金額に係る損失

対象金額のうちに同項の規定の適用を受

けた者と生計を一にする令第48条の６第

１項に規定する親族の有する法附則第４

条の４第４項に規定する資産について受

けた損失の金額(以下この項において「親

族資産損失額」という。)があるときは、

当該親族資産損失額は、当該親族の令和

７年度以後の年度分で当該親族資産損失

額が生じた年の末日の属する年度の翌年

度分の町民税に係るこの条例の規定の適

用については、当該親族資産損失額が生

じた年において生じなかったものとみな

す。

３ 第１項の規定は、令和６年度分の第 36
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附 則

この条例は公布の日から施行する。

条の２第１項又は第４項の規定による申

告書(その提出期限後において町民税の

納税通知書が送達される時までに提出さ

れたもの及びその時までに提出された第

36 条の３第１項の確定申告書を含む。)

に第１項の規定の適用を受けようとする

旨の記載がある場合(これらの申告書に

その記載がないことについてやむを得な

い理由があると町長が認める場合を含

む。)に限り、適用する。

(特定一般用医薬品等購入費を支払った

場合の医療費控除の特例)

(特定一般用医薬品等購入費を支払った

場合の医療費控除の特例)

第６条 平成30年度から令和９年度までの

各年度分の個人の町民税に限り、法附則

第４条の５第３項の規定に該当する場合

における第34条の２の規定による控除に

ついては、その者の選択により、同条中

「同条第１項」とあるのは「同条第１項

(第２号を除く。)」と、「まで」とある

のは「まで並びに法附則第４条の５第３

項の規定により読み替えて適用される法

第314条の２第１項(第２号に係る部分に

限る。)」として、同条の規定を適用する

ことができる。

第６条 平成30年度から令和９年度までの

各年度分の個人の町民税に限り、法附則

第４条の４第３項の規定に該当する場合

における第34条の２の規定による控除に

ついては、その者の選択により、同条中

「同条第１項」とあるのは「同条第１項

(第２号を除く。)」と、「まで」とある

のは「まで並びに法附則第４条の４第３

項の規定により読み替えて適用される法

第314条の２第１項(第２号に係る部分に

限る。)」として、同条の規定を適用する

ことができる。
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ことうらゼロカーボンチャレンジ宣言の表明について

町民生活課

１ 趣旨

町民・事業者・団体と町が協働して、脱炭素社会・カーボンニュートラルの実現に挑んで

いく姿勢を内外に示すため、令和６年３月定例会において琴浦版ゼロカーボンシティ宣言

「ことうらゼロカーボンチャレンジ宣言」を表明する。

２ 経過

地球温暖化対策の推進に関する法律において、都道府県及び市町村は、温室効果ガス排出

削減等のための総合的かつ計画的な施策を策定し、実施するように努めるものとされている。

昨今では、脱炭素社会の実現に向けて 2050 年二酸化炭素排出量実質ゼロに取組むことを

表明する地方公共団体が増えており、県内では現在８自治体が宣言済み。

（鳥取市・倉吉市・米子市・境港市・三朝町・北栄町・南部町・日南町）

３ 実施概要

宣言文及び宣言に基づく具体的施策については、別紙資料のとおり

４ 今後のスケジュール（案）

・令和６年３月 22 日

３月定例会最終日の閉会前に宣言を行い、以降、具体的施策を展開していく
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ことうらゼロカーボンチャレンジ宣言

地球温暖化の影響は、環境・社会・経済などのあらゆる分野にわたり、極端な気象現象、

海面上昇、生態系の変化など、私たちの日常生活や未来に深刻な打撃を与えることが危惧され

ています。

本町においても、平成19年の局地的豪雨や平成23年や平成30年の台風災害などにより、甚大

な被害を受けています。また生態系においては、海水温の上昇が原因の一つと言われている

ウニの大量発生とその食害によって、沿岸部の海藻が減少・消失してしまう磯焼けの現象を

招き、水産業にも影響を及ぼしています。これら地球温暖化とその影響の拡大に歯止めをかけ

るべく、あらゆる対策を講じていくことが急務となっています。

2015年にフランスのパリで開催された国連気候変動枠組条約締約国会議（COP）において、

世界全体の平均気温の上昇を産業革命以前に比べて２℃未満に抑え、さらには1.5℃以下に

抑えるよう努力する目標などを掲げたパリ協定が採択されました。そして2018年に気候変動に

関する政府間パネル（IPCC）が発表した特別報告書では、社会のあらゆる側面で急速かつ広範

な、これまでに例を見ない変化が必要だと述べており、全世界の人為的な温室効果ガス排出量

は2050年頃に実質ゼロにする必要があることが示されました。そして2020年には日本政府が、

2050年までに排出を全体としてゼロにする「カーボンニュートラル」を目指すことが宣言され

ました。

本町ではこれまで、化石燃料に依存しない再生可能エネルギーの普及に向けた支援を行って

きたほか、軟質プラスチックのリサイクルや生ごみの堆肥化に向けた実証実験でごみの減量化

を目指すなど、地球温暖化対策に向けた取組みを進めてきました。地球温暖化対策は、生態系

のほか、人間の健康や生活に対する影響を緩和し、安心・安全な暮らしにもつながります。

私たちは、豊かな環境を未来につなぐ責務を負っています。今後も地球温暖化対策に資する

施策を強化しつつ、今こそ町民・事業者・団体・行政機関が「オール琴浦」の体制で協働し、

カーボンニュートラルの実現に向けて積極的かつ継続的に挑んでいくため、「ことうらゼロカー

ボンチャレンジ宣言」をここに宣言します。

１ 温室効果ガス排出量の削減やエネルギーの利用効率向上など、カーボンニュートラルの

達成に向けた取組みを強力に進めます

２ 地域特性に適した再生可能エネルギーの導入を積極的に推進します

３ エネルギーの地産地消による地域内経済循環を目指すとともに、気候変動に対応しうる

強靱で持続可能なまちづくりを目指します

４ 温室効果ガスの吸収源となる森林や藻場の保全に努めます

令和６年３月２２日
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鳥取中部ふるさと広域連合に係る使用料及び手数料の改定について

町民生活課

１ 趣旨

鳥取中部ふるさと斎場の使用料及びほうきリサイクルセンターの手数料について、

エネルギー価格の高騰や人件費の上昇などにより施設の運営経費が増大しているため、

経過措置を設けながら料金を増額していくこととなった。

２ 経過

令和５年９月から 11 月にかけて鳥取中部ふるさと広域連合手数料等審議会（計３回）が

開かれ、11 月 22 日に審議会から答申がなされた。これを受けて連合会議等で協議が行われ、

令和６年３月８日の連合議会にて条例改正が議決された。

３ 実施概要

別紙のとおり

４ 今後のスケジュール

・令和６年４月１日に条例が施行され、10 月１日以降に改定後の料金が適用される。

・琴浦斎場の使用料改定については、今後検討を進めていく予定。

鳥取中部ふるさと斎場 ほうきリサイクルセンター
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（別紙）

（１）鳥取中部ふるさと斎場火葬施設使用料

（２）ほうきリサイクルセンターごみ処理手数料

区分 圏域内外
現行

～R6.9.30

経過措置 改定後

R8.4.1～R6.10.1～ R7.4.1～

大人(12 歳以上)

１体につき

圏域内住民 12,200 円 17,000 円 22,000 円 29,000 円

圏域外住民 49,900 円 58,000 円 67,000 円 78,000 円

小人(12 歳未満)

１体につき

圏域内住民 8,100 円 11,000 円 14,000 円 18,000 円

圏域外住民 30,600 円 36,000 円 42,000 円 49,000 円

死胎、改葬、

生体分離肢体等

１体につき

圏域内住民 5,100 円 7,000 円 9,000 円 11,000 円

圏域外住民 22,400 円 24,000 円 26,000 円 29,000 円

小動物(収骨を必

要としないもの)

１体につき

圏域内住民 8,100 円 9,000 円 10,000 円 12,000 円

圏域外住民 10,200 円 11,000 円 12,000 円 14,000 円

小動物(収骨を必

要とするもの)

１体につき

圏域内住民 40,700 円 47,000 円 53,000 円 62,000 円

圏域外住民 48,900 円 55,000 円 62,000 円 70,000 円

区分 区分
現行

～R6.9.30

経過措置 改定後

R8.4.1～R6.10.1～ R7.4.1～

可燃ごみ

重量 10kg まで

ごとに

125 円 180 円 240 円 310 円

可燃粗大ごみ 167 円 240 円 310 円 410 円

不燃ごみ及び

不燃粗大ごみ
177 円 250 円 330 円 430 円

びん 177 円 250 円 330 円 430 円

缶及びペットボトル

（分別したもの）
31円 50 円 60 円 80 円

犬等の死体 １頭につき 534 円 760 円 990 円 1,300 円
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町内こども園・保育園における「紙おむつ定額制サービス」の開始について

子育て応援課

１ 趣旨

保護者及び保育現場双方の負担を軽減し、保育の質の向上を図るため、令和６年度か

ら、町内全てのこども園・保育園で「紙おむつ定額制サービス」の運用を開始する。

２ サービス提供事業者選定の経過

・２月１３日～２６日 サービス提供事業者の募集 → 応募件数：４件

・３月１日 保護者代表、保育施設関係者、担当課による選定会議を開催

企画提案書および提供実績を基に書類審査を行い候補者を選定

・３月６日 審査結果の公表（町ホームページ）

〇審査結果

３ サービスの概要

町内のこども園・保育園（以下「園」という。）に入園する児童の保護者が、毎月定額

の利用料を事業者に支払うことにより、園で何枚でも紙おむつ・おしりふきの提供を受

けることができ、保護者によるおむつへの記名や持参、園における児童ごとの管理が不

要となるサービス。

（１）実施期間 令和６年４月１日～令和８年３月３１日

※利用状況を踏まえ継続（または中止）を検討

（２）対象施設 町内こども園・保育園７園（公立５園、私立２園）

（３）利用対象者 紙おむつを使用している児童（サービスの利用は任意）

・２歳児はおむつ外れが進むため、主な利用者は０～１歳児を想定

（４）提供事業者 株式会社ブリッジウェル

（５）費用負担 月額 2,290 円（手数料・税込）※保護者が事業者に直接支払う

（６）そ の 他 導入時２か月は無料のお試し期間を設定

４ 今後のスケジュール（案）

・３月中旬 運用に向けた園との調整

保護者説明、利用希望取りまとめ

・３月中旬 「災害時における救援物資の提供等に関する連携協定」の締結

・４～５月 サービス運用開始（お試し期間）

・６月～ 本格運用開始

候補者 業者１ 業者２ 業者３

評価点 ６９７ ６０６ ５９８ ５６０
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紙おむつ&おしりふきが使い放題！ 
忙しいパパママを応援します 

月額 2,290円（税込） 

TEL　０３−６８２２−３１９５ 
受付時間：平日９:００−１８:００  

お問合せフォーム 
24時間受付 

https://omutsu.jp/f/cont
act/parent  

ご契約方法など  

よくある質問 
https://omutsu.jp/q/

school 

株式会社ブリッジウェル　東京都江東区森下1-7-6ファーストウッド森下301 

持参不要・名前書き不要で  

毎朝の荷物と準備が省ける！  

おむつの在庫の心配なし、  

事前購入の手間が省ける！  

最初の２ヶ月間無料の  

特別トライアル期間付き！  

Q.  無料お試しに参加したら、必ず契約しないといけないの？ 

いいえ、契約は必須ではありません。また、事前のご登録などもございませんので、 
ご安心ください。 
 
 
Q.  解約はいつでもできますか？ 

毎月末日までにお申し出いただくことで、当月末でご解約いただけます。 
※日割りでの返金はございませんのでご注意ください。 

Q.  無料トライアル後も継続利用するにはどうすればいいですか？ 

お申し込みは有料開始月の前月２５日までに右記QRコードより登録を 
お願いします。 
※口座振替*orクレジットカード　決済は当月26日  
 
*土日祝日の場合は、翌金融機関営業日  

初回無料でお試しいただけます。  

※110円の決済代行手数料を含みます。 

赤ちゃんとママ・パパの快適を叶える  
グーンぐんぐんぐん吸収おむつをお届け  

※S.M.L.ビッグ.ビッグより大きいサイズを 
ご利用いただけます 

おむつカンパニー  検索 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重層的支援体制整備事業について

福祉あんしん課・すこやか健康課・子育て応援課

１．相談支援体制について

相談者の属性や世代に関わらず、相談の受け止めや関係機関との協働による世帯全体へのチ

ーム支援など必要な支援を行う。（資料１ページ）

２．予算について

（１）歳入

重層的支援体制整備事業交付金として一括交付される。（資料２ページ）

（２）歳出

重層的支援体制整備事業費（新設）で一体的に実施。（資料３ページ）

３．支援フローについて（資料 17 ページ）

○ 相談者の属性、世代、相談内容に関わらず、包括的相談支援事業において包括的に相談を受け止め

る。

○ 包括的相談支援事業が受け止めた相談のうち、単独の支援関係機関では対応が難しい複雑化・複合

化した事例は多機関協働事業につなぐ。

○ 多機関協働事業は、各支援関係機関の役割分担や支援の方向性を定めたプランを作成し重層的支援

会議に諮る。

○ 重層的支援会議を通じて、関係機関間で支援の方向性にかかる合意形成を図りながら、支援に向け

た円滑なネットワークをつくることを目指す。

○ また、必要に応じてアウトリーチ等を通じた継続的支援事業や参加支援事業につないでいく。
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１
．
相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て

介
護
、
障
が
い
、
子
育
て
、
困
窮
の
４
分
野
の
相
談
支
援
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
目
的
に
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
移
行
に
伴
い
、
共
通
し
て
以
下
の
項
目

（
表
中
赤
字
部
分
）
が
追
加
さ
れ
た
。
以
下
に
留
意
し
な
が
ら
、
事
業
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

○
属
性
や
世
代
を
問
わ
ず
包
括
的
に
相
談
を
受
け
止
め
る

○
支
援
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
対
応
す
る

○
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
課
題
に
つ
い
て
は
適
切
に
多
機
関
協
働
事
業
に
つ
な
ぐ

・
こ
の
事
業
は
、「
相
談
窓
口
を
一
本
化
」
す
る
取
組
み
で
は
な
く
、
分
散
し
て
い
る
多
機
関
の
相
談
支
援
窓
口
が
各
々
に
持
っ
て
い
る
専
門
性
や
機
能
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
（
組
み
合
わ
せ
て
）
対
象
者
を
包
括
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

分
野

事
業
名

目
的

追
加
さ
れ
た
目
的

介 護
包
括
的
支
援
事

業
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
）

総
合
相
談
支
援
業
務
は
、
地
域
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
心
身
の
状
況
や
生
活

の
実
態
、
必
要
な
支
援
等
を
幅
広
く
把
握
し
、
相
談
を
受
け
、
地
域
に
お
け
る
適
切
な
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

機
関
又
は
制
度
の
利
用
に
つ
な
げ
る
等
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

な
お
、
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
地
域
生
活
課
題
を

抱
え
る
地
域
住
民
及
び

そ
の
世
帯
に
対
す
る
包

括
的
な
支
援
体
制
を
整

備
す
る
観
点
か
ら
、
相
談

者
の
属
性
や
世
代
に
関

わ
ら
ず
、
相
談
の
受
け
止

め
や
関
係
機
関
と
の
協

働
に
よ
る
世
帯
全
体
へ

の
チ
ー
ム
支
援
な
ど
必

要
な
支
援
を
行
う
も
の

と
す
る
。

障 が い

相
談
支
援
事
業

障
害
者
等
、
障
害
児
の
保
護
者
又
は
障
害
者
等
の
介
護
を
行
う
者
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
等
の

便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
や
、
権
利
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活

又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

子 育 て

利
用
者
支
援
事

業
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
子
ど
も
及
び
そ
の
保

護
者
等
、
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る
方
が
そ
の
選
択
に
基
づ
き
、
教
育
・
保
育
・
保
健
そ
の
他
の
子
育
て
支
援
を
円
滑
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

困 窮
自
立
相
談
支
援

事
業

本
事
業
は
、
生
活
困
窮
者
が
抱
え
る
多
様
で
複
合
的
な
問
題
に
つ
き
、
生
活
困
窮
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
家
族
そ
の
他
の

関
係
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
提
供
及
び
助
言
を
し
、
並
び
に
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
と
と
も

に
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
の
種
類
及
び
内
容
等
を
記
載
し
た
計
画
の
作
成
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
認
定
生
活
困

窮
者
就
労
訓
練
事
業
の
利
用
の
あ
っ
せ
ん
等
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
包
括
的
か
つ
計
画
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生
活
困
窮

者
の
自
立
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

1
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（
令
和
６
年
度
予
算
）
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
交
付
金
は
、
高
齢
、
障
が
い
、
子
育
て
、
生
活
困
窮
分
野
の
相
談
支
援
や
地
域
づ
く
り
な
ど
に
か
か
る

既
存
事
業
の
補
助
金
等
を
一
体
化
す
る
と
と
も
に
、
多
機
関
協
働
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
、
参
加
支
援
と
い
っ
た

新
た
な
機
能
を
追
加
し
て
一
括
化
し
て
交
付
さ
れ
る
。

地
域
支
援
事
業
交
付
金

地
域
生
活
支
援
事
業
費
等
補
助
金

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
費
国
庫
負
担
金

多
機
関
協
働
事
業

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
事
業

参
加
支
援
事
業

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
費
国
庫
補
助
金

属
性
や
世
代
を
問
わ
な
い

相
談
・
地
域
づ
く
り

・
包
括
的
相
談
支
援
事
業
分

　
高
齢
・
障
が
い
・
子
育
て
・
困
窮

・
地
域
づ
く
り
事
業
分

・
多
機
関
協
働
事
業

・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
通
じ
た
継

続
的
支
援
事
業

・
参
加
支
援
事
業

重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
交
付
金

新
た
な
機
能

高
齢
分
野
の

相
談
・
地
域
づ
く
り

障
が
い
分
野
の

相
談
・
地
域
づ
く
り

子
ど
も
分
野
の

相
談
・
地
域
づ
く
り

生
活
困
窮
分
野
の

相
談
・
地
域
づ
く
り

【
国
庫
補
助
等
】

【
市
町
村
の
事
業
実
施
】

【
重
層
支
援
体
制
整
備
事
業
】

（
歳
入
）

2
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令
和
５
年
度

会
計

款
款
名
称

項
項
名
称

目
目
名
称

事
業
連
番

事
業
名
称

所
属
名
称

№
2
社
会
福
祉
事
業
費

56
8
社
会
福
祉
事
業
費

福
祉
あ
ん
し
ん
課

10
9
障
が
い
者
福
祉
費

12
55
地
域
生
活
支
援
事
業

福
祉
あ
ん
し
ん
課

2
2
児
童
福
祉
費

2
保
育
所
運
営
費

91
特
別
保
育

子
育
て
応
援
課

9
4
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
費

1
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
費

12
49
自
立
相
談
支
援
事
業

福
祉
あ
ん
し
ん
課

4
4
衛
生
費

1
保
健
衛
生
費

2
予
防
費

13
94
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

子
育
て
応
援
課

3
1
総
務
費

1
総
務
管
理
費

3
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
費

78
9
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
費

す
こ
や
か
健
康
課

1
1
包
括
的
支
援
事
業
・
任
意
事
業
費

2
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
費

12
65
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

す
こ
や
か
健
康
課

7
3
一
般
介
護
予
防
事
業
費

1
一
般
介
護
予
防
事
業
費

11
80
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

す
こ
や
か
健
康
課

6

令
和
６
年
度

会
計

款
款
名
称

項
項
名
称

目
目
名
称

事
業
連
番

事
業
名
称

所
属
名
称

№
分
類

事
業
説
明
書

16
29
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

す
こ
や
か
健
康
課

1
8-
1-
9

16
30
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

福
祉
あ
ん
し
ん
課

2
9-
12

16
31
利
用
者
支
援
事
業

子
育
て
応
援
課

3
10
-1

16
32
自
立
相
談
支
援
事
業

福
祉
あ
ん
し
ん
課

4
9-
11

16
33
参
加
支
援
事
業

福
祉
あ
ん
し
ん
課

5
参
加
支
援

9-
13

16
34
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

す
こ
や
か
健
康
課

6
8-
1-
10

16
35
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

す
こ
や
か
健
康
課

7
8-
1-
11

16
36
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

福
祉
あ
ん
し
ん
課

8
－

16
37
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

子
育
て
応
援
課

9
10
-1

16
38
生
活
困
窮
者
等
の
共
助
の
基
盤
づ
く
り
事
業

福
祉
あ
ん
し
ん
課

10
9-
14

16
39
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
支
援
事
業

福
祉
あ
ん
し
ん
課

11
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

9-
16

16
40
多
機
関
協
働
事
業

福
祉
あ
ん
し
ん
課

12
多
機
関
協
働

9-
15

注
）
人
件
費
の
事
業
説
明
書
分
は
、
除
く
。

新
設
等

高
齢
、
障
が
い
、
子
育
て
、
生
活
困
窮
分
野
の
相
談
支
援
や
地
域
づ
く
り
な
ど
に
か
か
る
事
業
を
新
た
な

目
、
民
生
費
・
社
会
福
祉
費
・
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
費
で
一
体
的
に
実
施
。

一
般
会
計

3
民
生
費

1
社
会
福
祉
費

介
護
保
険

特
別
会
計

3
地
域
支
援

事
業
費

相
談
支
援

地
域
づ
く
り

一
般
会
計

3
民
生
費

1
社
会
福
祉
費

12
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
費

（
歳
出
）

3
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市
町
村
、
民
間
団
体
、
地
域
住
民
な
ど
地
域
の
構
成
員
が
協
働
し
て
、
属
性
を
問
わ
な
い
包
括
的
な
支
援
と
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
を
総
合
的
に

推
進
し
、
多
様
な
つ
な
が
り
を
地
域
に
生
み
出
す
こ
と
を
通
じ
て
、
身
近
な
地
域
で
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実
と
地
域
の
持
続
可
能
性
の
向
上
を
図

る
も
の
。

１
．
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
意
義

(１
)包
摂
的
な
地
域
社
会
を
目
指
す

・
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
、
人
と
人
、
人
と
社
会
が
つ
な
が
り
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
や
役
割
を
も
ち
、
互
い
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
の
で
き
る
包
摂
的
な
社
会
（「
地
域
共
生
社
会
」）
を
目
指
す
。

・
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
特
定
の
属
性
や
課
題
に
対
応
す
る
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
転
換
し
、
「
す
べ
て
の
地
域
住
民
」の
多
様
な
課
題
に
寄
り

そ
う
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
。

(２
)地
域
の
将
来
を
見
据
え
た
連
携
と
協
働

・
共
同
体
（
家
族
・地
域
・職
場
な
ど
）機
能
の
脆
弱
化
に
対
応
す
る
と
同
時
に
、
地
域
の
担
い
手
不
足
等
も
踏
ま
え
て
、
地
域
社
会
の
基
盤
の
再
構
築

を
目
指
す
。

・
基
盤
の
再
構
築
に
当
た
っ
て
は
、
国
と
自
治
体
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
民
間
企
業
や
N
P
O
な
ど
多
様
な
主
体
や
、
ま
ち
づ
く
り
、
住
宅
、
農
産
業
、
教
育

等
の
多
様
な
分
野
と
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
緊
密
に
連
携
し
、
互
い
の
創
意
工
夫
の
も
と
協
働
を
進
め
る
。

２
．
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
め
ざ
す
目
標

(１
)尊
厳
を
守
る
支
援
…
一
人
ひ
と
り
の
生
が
尊
重
さ
れ
、
社
会
と
の
多
様
な
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
人
の
尊
厳
を
守
っ
て
い
く
。

(２
)自
律
に
向
け
た
支
援
…
自
ら
の
生
き
方
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
方
を
追
求
で
き
る
よ
う
、
本
人
の
自
律
を
支
え
て
い
く
。

(３
)伴
走
に
よ
る
支
援
…
本
人
に
関
わ
り
合
い
な
が
ら
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
し
、
本
人
と
周
囲
、
地
域
と
の
関
係
を
広
げ
て
い
く
。

(４
)包
括
的
な
支
援
…
複
合
化
・複
雑
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
包
摂
的
な
地
域
社
会
を
育
む
た
め
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

で
、
市
町
村
全
体
で
包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

(５
)地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
…
地
域
住
民
の
創
意
や
主
体
性
を
源
と
し
て
、
多
様
な
活
動
と
参
加
の
機
会
を
生
み
、
地
域
の
持
続
可
能
性
を
高

め
て
い
く
。

３
．
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
支
援
の
か
た
ち

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
理
念

1
4
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○
地
域
住
民
が
抱
え
る
課
題
が
複
雑
化
・複
合
化
（
※
）
す
る
中
、
従
来
の
支
援
体
制
で
は
課
題
が
あ
る
。

▼
属
性
別
の
支
援
体
制
で
は
、
複
合
課
題
や
狭
間
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
困
難
。

▼
属
性
を
超
え
た
相
談
窓
口
の
設
置
等
の
動
き
が
あ
る
が
、
各
制
度
の
国
庫
補
助
金
等
の
目
的
外
流
用
を
避
け
る
た
め
の
経
費
按
分
に
係
る
事
務
負
担
が
大
き
い
。

○
こ
の
た
め
、
属
性
を
問
わ
な
い
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
を
、
市
町
村
が
、
創
意
工
夫
を
も
っ
て
円
滑
に
実
施
で
き
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
が
必
要
。

１
．
地
域
住
民
の
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
市
町
村
の
重
層
的
な
支
援
体
制
の
構
築
の
支
援

※
Ⅰ
～
Ⅲ
の
３
つ
の
支
援
を
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
相
互
作
用
が
生
じ
支
援
の
効
果
が
高
ま
る
。

（
ア
）
狭
間
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
、
相
談
者
が
適
切
な
支
援
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
る
こ
と
で
、
相
談
支
援
が
効
果
的
に
機
能
す
る

（
イ
）
地
域
づ
く
り
が
進
み
、
地
域
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
で
、
課
題
を
抱
え
る
住
民
に
対
す
る
気
づ
き
が
生
ま
れ
、
相
談
支
援
へ
早
期
に
つ
な
が
る

（
ウ
）
災
害
時
の
円
滑
な
対
応
に
も
つ
な
が
る

○
市
町
村
に
お
い
て
、
既
存
の
相
談
支
援
等
の
取
組
を
活
か
し
つ
つ
、
地
域
住
民
の
複
雑
化
・複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す

る
た
め
、
Ⅰ
相
談
支
援
、
Ⅱ
参
加
支
援
、
Ⅲ
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
を
一
体
的
に
実
施
す
る
事
業
を
創
設
す
る
。

○
新
た
な
事
業
は
実
施
を
希
望
す
る
市
町
村
の
手
あ
げ
に
基
づ
く
任
意
事
業
。
た
だ
し
、
事
業
実
施
の
際
に
は
、
Ⅰ
～
Ⅲ
の
支
援
は
必
須

○
新
た
な
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
に
対
し
て
、
相
談
・地
域
づ
くり
関
連
事
業
に
係
る
補
助
等
に
つ
い
て
一
体
的
に
執
行
で
き
る
よ
う
、
交
付
金
を
交
付
す
る
。

社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
新
た
な
事
業
（
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
）
の
創
設

（
※
）
一
つ
の
世
帯
に
複
数
の
課
題
が
存
在
し
て
い
る
状
態
（

8
0
5
0
世
帯
や
、
介
護
と

育
児
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
な
ど
）
、
世
帯
全
体
が
孤
立
し
て
い
る
状
態
（
ご
み
屋
敷
な
ど
）

○
各
支
援
機
関
・
拠
点
が
、
属
性
を
超
え
た
支
援

を
円
滑
に
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、
国
の

財
政
支
援
に
関
し
、
高
齢
、
障
害
、
子
ど
も
、
生

活
困
窮
の
各
制
度
の
関
連
事
業
に
つ
い
て
、
一
体

的
な
執
行
を
行
う
。

現
行
の
仕
組
み

高
齢
分
野
の

相
談
・
地
域
づ
く
り

障
害
分
野
の

相
談
・
地
域
づ
く
り

子
ど
も
分
野
の

相
談
・
地
域
づ
く
り

生
活
困
窮
分
野
の

相
談
・
地
域
づ
く
り

重
層
的
支
援
体
制

属
性
・
世
代
を

問
わ
な
い

相
談
・
地
域
づ

く
り
の
実
施
体

制

相
談
支
援
・
地
域
づ
く
り
事
業
の
一
体
的
実
施

新
た
な
事
業
の
全
体
像

（
参
考
）
モ
デ
ル
事
業
実
施
自
治
体
数

H
2
8
年
度

:2
6
  
H

2
9
年
度

:8
5
  
 H

3
0
年
度

:1
5
1
  
R
元
年
度

:2
0
8

⇒
新
た
な
参
加
の
場
が
生
ま

れ
、
地
域
の
活
動
が
活
性
化

住
民
同
士
の
顔
の
見
え
る
関
係
性
の
育
成
支
援

Ⅲ
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援

・世
代
や
属
性
を
超
え
て
交
流
で
き
る
場
や
居
場
所
の
確
保

・多
分
野
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
な
ど
、
交
流
・参
加
・学
び
の
機
会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

Ⅰ
～
Ⅲ
を
通
じ
、

・
継
続
的
な
伴
走
支
援

・
多
機
関
協
働
に
よ
る

支
援
を
実
施

包
括
的
な

相
談
支
援
の
体
制

Ⅰ
相
談
支
援

・
属
性
や
世
代
を
問
わ
な
い
相
談
の
受
け
止
め

・
多
機
関
の
協
働
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
も
実
施

就
労
支
援

Ⅱ
参
加
支
援

・
既
存
の
取
組
で
対
応
で
き
る
場
合
は
、
既
存
の
取
組
を
活
用

・
既
存
の
取
組
で
は
対
応
で
き
な
い
狭
間
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応

（
既
存
の
地
域
資
源
の
活
用
方
法
の
拡
充
）

生
活
困
窮
者
の
就
労
体
験
に
、
経
済
的
な
困
窮
状
態
に
な

い
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
者
を
受
け
入
れ
る

等

見
守
り
等
居
住
支
援

（
狭
間
の
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
の
具
体
例
）

2 5
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重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て
（イ
メ
ー
ジ
）

○
相
談
者
の
属
性
、
世
代
、
相
談
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
包
括
的
相
談
支
援
事
業
に
お
い
て
包
括
的
に
相
談
を
受
け
止
め
る
。
受
け
止
め
た
相
談
の
う
ち
、
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
事
例

に
つ
い
て
は
多
機
関
協
働
事
業
に
つ
な
ぎ
、
課
題
の
解
き
ほ
ぐ
し
や
関
係
機
関
間
の
役
割
分
担
を
図
り
、
各
支
援
機
関
が
円
滑
な
連
携
の
も
と
で
支
援
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
な
お
、
長
期
に
わ
た
り
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
人
な
ど
、
自
ら
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と
が
難
し
い
人
の
場
合
に
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
事
業
に
よ
り
本

人
と
の
関
係
性
の
構
築
に
向
け
て
支
援
を
す
る
。

○
相
談
者
の
中
で
、
社
会
と
の
関
係
性
が
希
薄
化
し
て
お
り
、
参
加
に
向
け
た
支
援
が
必
要
な
人
に
は
参
加
支
援
事
業
を
利
用
し
、
本
人
の
ニ
ー
ズ
と
地
域
資
源
の
間
を
調
整
す
る
。

○
こ
の
ほ
か
、
地
域
づ
く
り
事
業
を
通
じ
て
住
民
同
士
の
ケ
ア
・
支
え
合
う
関
係
性
を
育
む
ほ
か
、
他
事
業
と
相
ま
っ
て
地
域
に
お
け
る
社
会
的
孤
立
の
発
生
・
深
刻
化
の
防
止
を
め

ざ
す
。

○
以
上
の
各
事
業
が
相
互
に
重
な
り
合
い
な
が
ら
、
市
町
村
全
体
の
体
制
と
し
て
本
人
に
寄
り
添
い
、
伴
走
す
る
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

じ
え
ん

若
年
者

支
援

教
育

保
健
・
医
療

就
労
支
援

消
費
者
相
談

場
や
居
場
所
の
機
能

日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
の
支
え
合
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
サ
ー
ク
ル
活
動
等
）

居
場
所
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な

場
づ
く
り

多
分
野
協
働
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

農
業

観
光

ま
ち
づ
く
り

環
境

居
住
支
援

地
域
住
民

居
場
所

地
方
創
生

多
文
化

共
生

相
談
支
援
機
関

B

相
談
支
援
機
関

C

相
談
支
援
機
関

A

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
（
全
体
）

世
代
や
属
性
を
超
え
た
相
談
を

受
け
止
め
、
必
要
な
機
関
に
つ
な

ぐ

包
括
的
相
談
支
援
事
業

継
続
的
な
伴
走
に
よ
る

支
援

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ

た
継
続
的
支
援
事
業

つ
な
が
り
や
参
加
の
支
援
。

狭
間
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
す

る
参
加
支
援
を
強
化

参
加
支
援
事
業

地
域
づ
く
り
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト地
域
づ
く
り
事
業

中
核
の
機
能
を
担
い
、

相
談
支
援
関
係
者
へ

連
携
・
つ
な
ぎ

多
機
関
協
働
事
業

新

新

新

重
層
的
支
援
会
議

調
整

調
整

3
6
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重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
け
る
各
事
業
の
考
え
方

包
括
的
相
談
支
援
事
業
と
は

（
社
会
福
祉
法
第
1
0
6
条
の
４
第
２
項
第
１
号
）

○
属
性
や
世
代
を
問
わ
ず
包
括
的
に
相
談
を
受
け
止
め
る

各
相
談
支
援
事
業
者
は
、
相
談
者
の
属
性
・
世
代
・
相
談
内
容
に
関
わ
ら
ず
包
括
的

に
相
談
を
受
け
止
め
、
相
談
者
の
課
題
を
整
理
し
、
利
用
可
能
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
。

○
支
援
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
対
応
す
る

受
け
止
め
た
相
談
の
う
ち
、
単
独
の
相
談
支
援
事
業
者
で
は
解
決
が
難
し
い
事
例
は
、

適
切
な
相
談
支
援
事
業
者
や
各
種
支
援
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
を
行
う
。

○
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
課
題
に
つ
い
て
は
適
切
に
多
機
関
協
働
事
業
に
つ
な
ぐ

ま
た
、
受
け
止
め
た
相
談
の
う
ち
、
課
題
が
複
雑
化
・
複
合
化
し
て
お
り
、
支
援
関

係
機
関
間
の
役
割
分
担
の
整
理
が
必
要
な
事
例
の
場
合
に
は
、
多
機
関
協
働
事
業
に
つ

な
ぎ
、
各
種
支
援
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
を
行
う
。

4
7
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多
機
関
協
働
事
業
と
は

（
社
会
福
祉
法
第
1
0
6
条
の
４
第
２
項
第
５
号
）

○
市
町
村
全
体
で
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
を
構
築
す
る

多
機
関
協
働
事
業
は
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
関
わ
る
関
係
者
の
連
携
の

円
滑
化
を
進
め
る
な
ど
、
既
存
の
相
談
支
援
機
関
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
市
町
村
に
お
け

る
包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

○
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
中
核
を
担
う
役
割
を
果
た
す

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
支
援
の
進
捗
状
況
等
を
把
握
し
、
必
要
が
あ
れ
ば

既
存
の
相
談
支
援
機
関
の
専
門
職
に
助
言
を
行
う
な
ど
、
市
町
村
全
体
の
体
制
と
し

て
伴
走
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

○
支
援
関
係
機
関
の
役
割
分
担
を
図
る

単
独
の
支
援
機
関
で
は
対
応
が
難
し
い
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
事
例
の
調
整
役
を

担
い
、
支
援
関
係
機
関
の
役
割
分
担
や
支
援
の
方
向
性
を
定
め
る
。

※
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
（
社
会
福
祉
法
第
1
0
6
条
の
４
第
２
項
第
６
号
）
は
、
多
機
関
協
働
事
業
と
一
体
的

に
実
施
。

5
8
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ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
事
業
と
は

（
社
会
福
祉
法
第
1
0
6
条
の
４
第
２
項
第
４
号
）

⃝
支
援
が
届
い
て
い
な
い
人
に
支
援
を
届
け
る

複
数
分
野
に
ま
た
が
る
複
合
化
・
複
雑
化
し
た
課
題
を
抱
え
て
い
る
た
め
に
、

必
要
な
支
援
が
届
い
て
い
な
い
人
に
支
援
を
届
け
る
。

⃝
各
種
会
議
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
の
中
か

ら
潜
在
的
な
相
談
者
を
見
付
け
る

各
種
会
議
、
支
援
関
係
機
関
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
地
域
の
状
況
等
に
か
か
る

情
報
を
幅
広
く
収
集
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
構
築
す
る
中

で
ニ
ー
ズ
を
抱
え
る
相
談
者
を
見
付
け
る
。

○
本
人
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
向
け
た
支
援
に
力
点
を
置
く

本
人
と
直
接
対
面
し
た
り
、
継
続
的
な
関
わ
り
を
持
つ
た
め
に
、
信
頼
関
係
の
構

築
に
向
け
た
丁
寧
な
働
き
か
け
を
行
う
。

※
例
え
ば
、
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
人
の
場
合
に
は
、
継
続
的
に
本
人
に
手
紙
を
残
し
た
り
、
興
味
・
関

心
に
合
わ
せ
た
情
報
提
供
を
行
う
ほ
か
、
家
族
と
の
関
係
性
に
配
慮
し
た
う
え
で
、
家
族
支
援
を
通
じ
て
本

人
と
関
わ
る
糸
口
を
見
付
け
る
と
い
っ
た
支
援
が
考
え
ら
れ
る
。

6
9
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ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
継
続
支
援
事
業
に
お
け
る
対
象
者
の
把
握
方
法

○
問
題
が
深
刻
に
な
る
原
因
と
し
て
、
本
人
や
世
帯
が
問
題
に

気
づ
い
て
い
な
い
、
ま
た
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
ず

に
問
題
が
放
置
さ
れ
て
い
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
既
存
の
相
談
窓
口
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
思
い
つ
か

な
い
場
合
、
相
談
に
行
く
こ
と
に
心
理
的
な
抵
抗
感
が
あ
る
場

合
な
ど
も
あ
り
、
相
談
に
来
る
の
を
待
つ
ス
タ
ン
ス
で
は
時
間

の
経
過
と
と
も
に
問
題
が
深
刻
化
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

○
支
援
が
届
い
て
い
な
い
者
・
世
帯
を
早
期
に
支
援
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
関
係
者
や
様
々
な
社
会
資
源
を
通

じ
て
、
積
極
的
に
対
象
と
な
り
得
る
者
の
情
報
を
収
集
す
る
こ

と
が
必
要
。

○
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
展
開
す
る
上
で
必
要
な
情
報
提
供
を
受

け
る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
が
集
ま
る
居
場
所
等
を
ま
わ
る
な

ど
、
日
頃
か
ら
の
地
域
の
様
々
な
関
係
者
と
良
好
な
関
係
性
を

構
築
し
て
お
く
と
と
も
に
、
情
報
提
供
の
手
段
等
を
取
り
決
め

て
お
く
こ
と
が
必
要
。

地
域
住
民
の

つ
な
が
り

各
種
会
議
を

通
じ
て

日
々
の
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

そ
の
他

※
1

※
2

※
3

※
4

地
域
住
民
の
つ
な
が
り
や

様
々
な
支
援
関
係
機
関
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を

活
用
し
て
対
象
者
情
報
を

早
期
把
握

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
事
業
に

つ
な
が
る
入
口
は
多
様
に
存
在

（
例
）

※
1

通
い
の
場
や
交
流
拠
点
で
の
住
民
同
士
の
対
話

※
2

各
種
会
議
（
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
、
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
、
自
立
支
援
協
議
会
、

支
援
調
整
会
議
、
支
援
会
議
等
）
の
情
報

※
3

支
援
に
あ
た
り
日
頃
連
携
し
て
い
る
専
門
職
、
民
生
委
員
、
福
祉
関
係
の
事
業
所
、

医
療
機
関
、
保
健
所
等
か
ら
の
情
報
提
供
、

福
祉
以
外
の
分
野
（
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
従
事
者
、
新

聞
配
達
員
、
ま
ち
づ
く
り
関
係
職
員
等
）
か
ら
の
情
報
提
供

※
4

全
戸
訪
問
、
IC
T
を
活
用
し
た
安
否
確
認
、
ア
ン
ケ
ー
ト
配
布
、
S
N
S
を
活
用
し
た

相
談
受
付
等
に
よ
る
情
報
収
集

潜
在
的
な
相
談
者
の
発
見
に
向
け
て

7
1
0
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参
加
支
援
事
業
と
は

（
社
会
福
祉
法
第
1
0
6
条
の
４
第
２
項
第
２
号
）

○
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
た
め
の
支
援
を
行
う

各
分
野
で
行
わ
れ
て
い
る
既
存
の
社
会
参
加
に
向
け
た
支
援
で
は
対
応
で
き
な
い
本
人

や
世
帯
の
ニ
ー
ズ
等
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
の
社
会
資
源
な
ど
を
活
用
し
て
社
会
と
の

つ
な
が
り
作
り
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。

○
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
丁
寧
な
マ
ッ
チ
ン
グ
や
メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
る

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
な
ど
丁
寧
に
把
握
し
、
地
域
の
社
会
資
源
と
の
間
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
本
人
と
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
。

ま
た
、
新
た
に
社
会
資
源
に
働
き
か
け
た
り
、
既
存
の
社
会
資
源
の
拡
充
を
図
り
、
本

人
や
世
帯
の
ニ
ー

ズ
や
状
態
に
合
っ
た
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
る
。

○
本
人
へ
の
定
着
支
援
と
受
け
入
れ
先
の
支
援
を
行
う

本
人
と
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
の
ち
、
本
人
の
状
態
や
希
望
に
沿
っ
た
支

援
が
実
施
で
き
て
い
る
か
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
す
る
。

ま
た
、
受
け
入
れ
先
の
悩
み
や
課
題
に
も
寄
り
添
い
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
場
合

に
は
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。

8
1
1
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参
加
支
援
事
業
の
対
象
者
像
・
活
用
す
る
社
会
資
源
の
例

既
存
の
各
制
度
に
お
け
る
社
会
参
加
に
向
け
た
支
援
で
は
対
応
で
き
な
い

個
別
性
の
高
い
ニ
ー
ズ
を
有
し
て
い
る
人
な
ど

参
加
支
援
事
業
の
支
援
対
象
者

参
加
支
援
事
業
で
活
用
す
る
社
会
資
源

社
会
参
加
に
向
け
た
支
援
と
し
て
求
め
ら
れ
る
内
容
は
、
就
労
支
援
、

居
住
支
援
、
学
習
支
援
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
参
加
支
援
の
実
施

に
際
し
て
活
用
可
能
な
社
会
資
源
に
つ
い
て
も
、

・
既
存
の
社
会
福
祉
施
設
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

・
地
域
の
企
業
や
商
店
、
農
家
等

・
地
域
に
お
け
る
居
場
所
、
住
民
活
動
の
場

・
そ
の
他
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
新
た
に
開
発
す
る
も
の

な
ど
、
多
様
な
社
会
資
源
が
想
定
さ
れ
る
。

【
具
体
例
】

・
8
0
5
0
世
帯
の
5
0
代
の
者
な
ど
、
世
帯
全
体
と
し
て
は
経
済
的
困

窮
の
状
態
に
な
い
が
、
子
が
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
で
あ
る
世
帯

・
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
対
象
と
な
ら
な

い
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
者

・
精
神
的
に
不
調
が
あ
り
、
社
会
に
で
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
者

・
親
や
家
族
に
頼
れ
ず
、
児
童
福
祉
法
の
対
象
に
も
な
ら
な
い
1
0
代

後
半
か
ら
2
0
代
の
若
者

な
ど

（
注
）
上
記
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
例
で
あ
る
こ
と
に
留
意

【
地
域
資
源
の
活
用
例
】

・
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
就
労
体
験
の
事
業
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

お
け
る
就
労
継
続
支
援
事
業
に
、
経
済
的
困
窮
状
態
に
な
い
ひ
き
こ

も
り
の
者
な
ど
を
受
け
入
れ
る

・
商
店
や
農
業
な
ど
の
作
業
の
場
を
、
中
間
的
就
労
の
場
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
者
の
社
会
参
加
の
場
と
し
て
活
用

・
社
会
福
祉
施
設
等
の
空
き
室
を
利
用
し
て
、
居
住
の
場
が
な
い
者
や

家
族
と
一
緒
に
生
活
が
困
難
な
者
に
対
し
て
一
時
的
に
生
活
を
す
る

場
を
確
保
す
る

・
住
民
活
動
や
、
地
域
で
の
通
い
の
場
に
つ
い
て
、
本
人
の
通
う
場
と

し
て
活
用
す
る

9
1
2
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地
域
づ
く
り
事
業
と
は

（
社
会
福
祉
法
第
1
0
6
条
の
４
第
２
項
第
３
号
）

⃝
世
代
や
属
性
を
超
え
て
交
流
で
き
る
場
や
居
場
所
を
整
備
す
る

地
域
の
社
会
資
源
を
幅
広
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
た
う
え
で
、
世
代
や
属
性
を
超
え
て
住
民
同

士
が
交
流
で
き
る
多
様
な
場
や
居
場
所
を
整
備
す
る
。

⃝
交
流
・
参
加
・
学
び
の
機
会
を
生
み
出
す
た
め
に
個
別
の
活
動
や
人
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
地
域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
個
別
の
活
動
や
人
を
把
握
し
、
住
民
に
身
近
な
圏
域
を
中
心
と
し

て
「
人
と
人
」
「
人
と
居
場
所
」
な
ど
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
。

ま
た
、
市
町
村
域
な
ど
の
よ
り
広
い
圏
域
の
で
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、
交
流
・
参

加
・
学
び
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
広
が
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

⃝
地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
促
進
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る
活
動
の
活
性
化
を
図
る

多
様
な
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
が
出
会
い
、
学
び
合
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
促
進
す
る
こ

と
で
、
地
域
に
お
け
る
活
動
の
活
性
化
や
発
展
を
図
る
。

（
※
）
包
括
化
の
対
象
事
業
･
･
･
【
介
護
】
一
般
介
護
予
防
事
業
（
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
）
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

、
【
障
害
】
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

【
子
ど
も
】
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

【
困
窮
】
生
活
困
窮
者
の
共
助
の
基
盤
づ
く
り
事
業

1
0

1
3
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地
域
づ
く
り
の
展
開
イ
メ
ー
ジ
（
既
存
の
拠
点
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
取
組
例
）

拠
点
で
の
活
動
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
働
き
か
け
や
後
方
支
援
に
よ
り
、
活
動

内
容
や
主
体
が
広
が
っ
て
い
っ
た
例

・
一
人
の
気
づ
き
か
ら
、
そ
れ
に
共
感

し
た
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
強
化

さ
れ
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
分
野

横
断
的
な
取
り
組
み
が
創
出
さ
れ
た
。

・
地
域
住
民
の
気
づ
き
や
思
い
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
応
援
し
、
情
報
提

供
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
立
ち
上
げ
が
円
滑
に
行

わ
れ
、
取
組
の
継
続
性
も
高
ま
っ
た
。


地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
（
子
育
て
ひ
ろ
ば
）
に
高
齢
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
育

児
の
先
輩
と
し
て
子
育
て
世
代
と
交
流
。


自
治
体
に
地
域
づ
く
り
事
業
に
お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
、
各
分
野
の
拠
点
等
に
お

い
て
、
分
野
を
問
わ
ず
、
多
様
な
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
情
報
周
知
を
行
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
同
士
が
交
流
す
る
機
会
が
で
き
た
。


他
分
野
の
情
報
に
触
れ
る
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
人
が
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
、
「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
害
を
持
っ
た
人
な
ど
、

誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
が
身
近
に
は
な
い
」
と
気
が
つ
き
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
応
援
を
得
な

が
ら
仲
間
を
増
や
し
、
地
域
住
民
が
運
営
す
る
「
地
域
の
居
場
所
」
を
創
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

取
り
組
み
の
経
過

地
域
の
変
化

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た

拠
点
で
、
高
齢
者
や
障
害
分
野
の
情

報
に
つ
い
て
も
耳
に
し
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
手
伝
う
機
会
が
あ
り
、
様
々

な
人
々
と
触
れ
合
う
中
で
、
地
域
の

状
況
が
気
に
な
り
始
め
た
…

地
域
に
お
け
る
既
存
の
拠
点
と

連
携
し
な
が
ら
、
誰
も
が
参
加

で
き
る
地
域
の
居
場
所
づ
く
り

を
開
始

何
か
、
私
た
ち
に
出
来

る
こ
と
は
な
い
か
し
ら
？

※
活
動
を
行
う
た
め
の
場
所

に
つ
い
て
は
、
内
容
や
地

域
の
実
情
に
よ
り
様
々
で

あ
り
、
空
き
時
間
等
に
、
既

存
の
拠
点
を
場
所
と
し
て

利
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

小
学
生
の
居
場
所
と

し
て
、
子
ど
も
食
堂

を
実
施

小
学
生
に

な
っ
た
子
が

気
に
な
る
･
･
･

共
助
の
基
盤
づ
く
り
事
業

地
域
子
育
て
支
援
拠
点

障
害
を
持
つ
人

へ
の
支
援
も
手

伝
っ
て
み
よ
う
･
･
･

1
1
1
4
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地
域
づ
く
り
の
展
開
イ
メ
ー
ジ
（
既
存
の
仕
組
み
や
事
業
等
を
活
か
し
た
取
組
）

福
祉
分
野
で
は
な
い
他
分
野
の
事
業
や
民
間
の
取
り
組
み
や
人
材
を
活
か
し
な
が
ら
、
多
様
な
地
域
づ
く

り
が
広
が
っ
て
い
く
例


他
省
庁
の
事
業
、
企
業
に
よ
る
地
域
貢
献
、
地
域
お
こ
し
、
農
林
水
産
業
、
商
業
、
工
業
、
交
通
、
な
ど

こ
れ
ま
で
結
節
し
て
い
な
か
っ
た
取
組
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
福
祉
分
野
の
地
域
づ
く
り
も
発
展
。


小
さ
な
拠
点
、
地
域
運
営
組
織
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
村
落
支
援
員
、
都
市
再
生
法
人
、
S
D
G
ｓ
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

再
分
配
法
人
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
能
副
連
携
、
地
域
再
生
、
防
災
、
空
き
店
舗
対
策
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

等


商
工
会
が
行
っ
て
い
る
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
地
域
を
活
性
化
し
、
よ
り
継
続
性
の
あ
る
も
の
に
し

た
い
と
検
討
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
の
人
材
が
つ
な
ぎ
役
と
な
り
、
地
域
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

自
治
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
力
し
て
実
施
。


ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
「
子
ど
も
の
職
業
体
験
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。


体
験
イ
ベ
ン
ト
で
子
ど
も
の
様
子
を
知
っ
た
商
店
が
、
駄
菓
子
販
売
と
た
ま
り
場
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
放
課

後
の
小
学
生
の
居
場
所
づ
く
り
を
し
た
り
、
子
育
て
中
の
母
親
同
士
が
つ
な
が
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て

子
育
て
情
報
を
発
信
す
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
作
成
な
ど
を
始
め
る
な
ど
、
多
様
な
活
動
が
生
ま
れ
る
。

取
り
組
み
イ
メ
ー
ジ

・
自
治
会
・
社
協
の
協
力
を
得
て
実
施
し

た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
開
催

商
店
街
の
呉
服
店
が
、
駄
菓
子
販
売
と

た
ま
り
場
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

呉
服
店
に
子
ど
も
の
居
場
所

商
工
会

子
育
て
支
援
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
担
う
人
材
が
異
な
る

分
野
の
取
組
（
人
や
活
動
）
を
つ
な
ぐ

・
こ
れ
ま
で
は
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
人
や
活

動
、
仕
組
み
等
が
出
会
う
こ
と
に
よ
り
、
新
た

な
視
野
が
ひ
ろ
が
る

・
つ
な
が
り
や
視
野
が
広
が
る
こ
と
に
よ
り
、
新

た
な
活
動
が
生
ま
れ
や
す
く
な
る

・
地
域
の
暮
ら
し
を
構
成
す
る
多
様
な
関
係

者
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
方

向
性
を
共
有
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組

に
参
画
し
合
い
、
協
働
す
る
こ
と
に
よ

り
、
更
な
る
発
展
可
能
性
を
高
め
て
い

く
。

・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
い
き
い
き
と
楽
し

め
る
等
と
い
っ
た
複
数
の
目
的
を
持
っ

た
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
が
期
待
で
き
る
。

地
域
の
変
化

自
治
会

商
店
街
で
子
ど
も
の
一
日
職
業
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

社
協

ま
ち
に
あ
る
空
き
ス
ペ
ー
ス

が
地
域
活
動
の
場
に
な
る

米
屋
の
元
倉
庫
を
活
用
し
て
、
地
域
食

堂
、
高
齢
者
の
通
い
の
場
が
始
ま
る

イ
ベ
ン
ト
で
つ
な
が
っ
た
マ
マ

グ
ル
ー
プ
が
、
子
育
て
に
役
立

つ
情
報
を
発
信

・
児
童
館
な
ど
公
的
な
遊
び
場
と
は
異

な
る
、
子
ど
も
の
“ち
ょ
っ
と
し
た
”居

場
所
と
な
る
。

・
母
親
た
ち
の
参
加
の
場
と
な
る

・
子
育
て
支
援
事
業
者
と
の
共
働
に

つ
な
が
る

・
高
齢
者
の
集
ま
る
場
や
子
ど
も
と
大

人
が
つ
な
が
れ
る
機
会
を
作
り
た
い

と
い
う
声
が
上
が
る

・
商
工
会
の
仲
介
か
ら
、
米
屋
が
か
つ

て
倉
庫
と
し
て
使
っ
て
い
た
空
き
家

を
安
価
な
利
用
料
で
貸
し
出
し
、
活

動
の
拠
点
と
な
る
。

1
2
1
5
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「相
談
支
援
事
業
」、
「参
加
支
援
事
業
」、
「地
域
づ
く
り
支
援
事
業
」の
相
互
関
係

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

○
「
相
談
支
援
事
業
」
、
「
参
加
支
援
事
業
」
、
「
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
」
の
３
つ
の
事
業
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
、
一
体
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
、

以
下
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

➢
相
談
支
援
事
業
で
浮
か
び
上
が
っ
た
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
参
加
支
援
事
業
を
通
じ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
社
会
参
加
の
メ
ニ
ュ
ー
が
実
現
す
る
。
ま
た
、
参
加

支
援
事
業
の
活
動
を
通
じ
て
把
握
さ
れ
る
本
人
の
状
況
を
踏
ま
え
た
相
談
支
援
事
業
を
行
う
な
ど
支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
る
。
（
相
談
支
援
事
業
の
充
実
・
社
会

参
加
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
）

➢
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
と
参
加
支
援
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
企
業
等
も
含
め
た
多
様
な
主
体
に
つ
い
て
地
域
活
動
へ
の
参
加
が
す
す
み
、
地
域
に
お
い
て
多
様

な
居
場
所
や
社
会
資
源
が
開
拓
さ
れ
る
（
地
域
資
源
の
開
拓
）

➢
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
地
域
で
人
と
人
と
の
多
様
な
つ
な
が
り
が
つ
く
ら
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
社
会
参
加
で
き
る
地
域
に
な
る
と
も
に
、
地

域
住
民
の
気
づ
き
が
生
ま
れ
や
す
く
な
り
、
課
題
を
抱
え
る
個
人
が
相
談
支
援
事
業
へ
早
期
に
繋
が
り
や
す
く
な
る
。
（
地
域
の
支
え
合
い
）

○
多
様
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
や
す
く
す
る
環
境
整
備
を
進
め
る
た
め
に
は
、
行
政
、
株
式
会
社
や
N
P
O
法
人
等
の
多
様
な
民
間
主
体
、
地
域
住
民
等
が
出
会
い
、

学
び
あ
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
）
が
効
果
的
で
あ
る
。

・
地
域
に
お
い
て
、
多
様
な
居
場
所
や

役
割
を
発
揮
す
る
場
が
増
加
す
る
こ
と

に
よ
り
社
会
参
加
の
機
会
が
広
が
る
。

・
民
間
企
業
等
の
経
験
や
知
識
等
を
有

す
る
主
体
が
、
地
域
活
動
へ
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
社
会
資
源
等
の
創

出
に
つ
な
が
る
。

Ⅰ
相
談
支
援
事
業

Ⅱ
参
加
支
援
事
業

Ⅲ
地
域
づ
く
り
支
援

事
業

・
本
人
、
世
帯
の
属
性
に
か
か
わ
ら
な

い
相
談
の
受
け
止
め
、
支
援
機
関
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
対
応

・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
も
含
め
、
継
続
的
に

つ
な
が
り
続
け
る
伴
走
支
援

地
域
と
支
援
関
係
機
関

と
の
つ
な
が
り

本
人
や
多
様
な
民
間
主
体
と

地
域
と
の
つ
な
が
り

企
業
な
ど
他
分
野
の

地
域
活
動
へ
の
参
加

課
題
に
対
応
し
た

地
域
づ
く
り

居
場
所
等
の

社
会
資
源
の
活
用

・
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
回
復
す
る
支
援

・
本
人
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
社
会
資
源

を
活
用
し
た
多
様
な
支
援

・
属
性
を
超
え
て
交
流
で
き
る
場
や

居
場
所
の
確
保

・
住
民
同
士
の
顔
の
見
え
る
関
係
性

の
育
成
支
援

多
様
な
民
間
主
体
、
地
域

住
民
等
が
出
会
い
、
学
び

会
う
場

課
題
を
抱
え
る
者
と

社
会
と
の
つ
な
が
り

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

の
支
援

活
動
状
況
踏
ま
え
た

相
談
支
援

・
住
民
主
体
の
地
域
活
動
等
を
通
じ
て
、
地

域
に
お
い
て
困
り
事
を
抱
え
た
人
や
、
気
に

な
る
世
帯
の
情
報
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
早

期
の
支
援
に
つ
な
が
る
。

・
地
域
に
お
い
て
「
支
え
合
い
」
の
意
識
が
醸

成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
の
支

援
体
制
の
充
実
な
ど
地
域
課
題
へ
の
対
応

も
図
ら
れ
る
。

気
づ
き
・
見
守
り

1
4

1
6
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重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
支
援
フ
ロ
ー
（
イ
メ
ー
ジ
）

包
括
的
相
談
支
援
事
業

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
事
業

参
加
支
援
事
業

相
談
の
受
け
止
め

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等

・
利
用
者
支
援
事
業
の
実
施
機
関

・
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
機
関

訪 問 ・ 相 談

終 結

モ ニ タ リ ン グ

会
議
内
で
役
割
分
担
や
課
題
等
を
整
理
し
、

紹
介
元
や
適
切
な
機
関
等
に
つ
な
ぐ
。

全 体 の 支 援 体 制

の モ ニ タ リ ン グ

終 結

本 人 の 課 題 が 整 理 さ

れ 、 支 援 の 見 通 し が つ

い た と こ ろ

支 援 の 実 施

プ ラ ン 実 行

モ ニ タ リ ン グ

•
課
題
が
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
事
例
等
に
関
し

て
、
関
係
者
や
関
係
機
関
の
役
割
を
整
理
、

支
援
の
方
向
性
を
示
す

支 援 の 実 施

プ ラ ン 実 行

複
雑
化
・
複
合
化
し
た
事
例

＜
狭
間
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
具
体
例
＞

就
労
支
援

見
守
り
等
居
住
支
援

多
機
関
協
働
事
業

終 結
•
本
人
の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
ア
セ
ス
メ
ン

ト
し
た
う
え
で
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

作
る
た
め
の
支
援
を
行
う
。

○
相
談
者
の
属
性
、
世
代
、
相
談
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
包
括
的
相
談
支
援
事
業
に
お
い
て
包
括
的
に
相
談
を
受
け
止
め
る
。

○
包
括
的
相
談
支
援
事
業
が
受
け
止
め
た
相
談
の
う
ち
、
単
独
の
支
援
関
係
機
関
で
は
対
応
が
難
し
い
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
事
例
は
多
機
関
協
働
事
業
に
つ
な
ぐ
。

○
多
機
関
協
働
事
業
は
、
各
支
援
関
係
機
関
の
役
割
分
担
や
支
援
の
方
向
性
を
定
め
た
プ
ラ
ン
を
作
成
し
重
層
的
支
援
会
議
に
諮
る
。

○
重
層
的
支
援
会
議
を
通
じ
て
、
関
係
機
関
間
で
支
援
の
方
向
性
に
か
か
る
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
支
援
に
向
け
た
円
滑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
す
。

○
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
事
業
や
参
加
支
援
事
業
に
つ
な
い
で
い
く
。

•
プ
ラ
ン
の
適
切
性

の
協
議

•
プ
ラ
ン
の
共
有

•
プ
ラ
ン
終
結
時
等

の
評
価

•
社
会
資
源
の
充
足

状
況
の
把
握
と
開

発
に
向
け
た
検
討

重
層
的
支
援
会
議

※
重
層
的
支
援
会
議
で
検
討
し
た
結
果
、
包
括
的
相
談
支
援
事
業
が
引
き
続
き
主
担
当
と
し
て
支
援
す
べ
き
案
件
で
あ
る
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
包
括
的
相
談
支
援
事
業
に
戻
す
こ
と
も
あ
る
。

※
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
事
業
は
支
援
の
性
質
上
、
多
機
関
協
働
事
業
が
関
わ
る
前
か
ら
支
援
を
開
始
す
る
こ
と
も
あ
る
。

相
談
者
の
発
見
や
情
報
提
供

•
地
域
住
民

•
各
種
会
議
か
ら
の

情
報

•
支
援
関
係
機
関

•
他
分
野
の
連
携

機
関

1
5

1
7
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個
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
社
会
資
源
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を

把
握
し
た
場
合
に
は
、
地
域
の
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
社
会
資
源

の
開
発
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

※
重
層
的
支
援
会
議
の
中
で
十
分
な
検
討
が
困
難
な
場
合
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、
重
層
的
支
援
会
議
に
お
い
て
は
、
課
題
の
整
理
や
認
識
の
共
有
に
と

ど
め
、
社
会
資
源
の
開
発
は
別
に
協
議
の
場
を
設
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

重
層
的
支
援
会
議
に
つ
い
て

地
域
包
括

セ
ン
タ
ー

多
機
関

協
働

障
害
者

相
談
事
業

利
用
者

支
援
事
業

生
活
困
窮

相
談
事
業

そ
の
他
の

関
係
機
関

本
人
の
同
意
に
基
づ
く
情
報
共
有

構
成
機
関
外
の

関
係
機
関
等

個
別
ケ
ー
ス
に
応
じ
関

係
す
る
機
関
等
に
参

画
を
要
請

支
援
関
係
機
関
へ
の

情
報
提
供

支
援
関
係
機
関
か
ら

の
情
報
収
集

プ
ラ
ン
の

協
議

本
人
同
意
の
範
囲
で

情
報
の
や
り
と
り

プ
ラ
ン
の

共
有
等

プ
ラ
ン
の

共
有
等

重
層
的

支
援
会
議

重
層
的
支
援
会
議

重
層
的
支
援
会
議
は
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
よ
る
支
援
が

適
切
か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
た
め
に
開
催
す
る
も
の
で
あ
り
、
次
の

３
つ
の
役
割
を
果
た
す
。

重
層
的
支
援
会
議
の
目
的
・
役
割

プ
ラ
ン
の
適
切
性
の
協
議

多
機
関
協
働
事
業
が
作
成
し
た
プ
ラ
ン
終
結
時
（
参
加
支
援
事
業
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
継
続
支
援
事
業
が
作
成
し
た
プ
ラ
ン
も
含
む
）
に

お
い
て
、
支
援
の
経
過
と
成
果
を
評
価
し
、
支
援
関
係
機
関
の
支
援

を
終
結
す
る
か
ど
う
か
検
討
す
る
。

プ
ラ
ン
終
結
時
の
評
価

多
機
関
協
働
事
業
が
作
成
し
た
プ
ラ
ン
（
参
加
支
援
事
業
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
等
継
続
支
援
事
業
が
作
成
し
た
プ
ラ
ン
も
含
む
）
に
つ
い

て
、
市
町
村
・
支
援
関
係
機
関
が
参
加
し
て
、
合
議
の
も
と
で
適
切

性
を
判
断
す
る
。

社
会
資
源
の
把
握
と
開
発
に
向
け
た
検
討

【
個
人
情
報
の
取
扱
】

重
層
的
支
援
会
議
に
お
い
て
は
、
相
談
者
本
人
に
対
す
る
具
体
的
な
支

援
の
提
供
方
法
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
協
議
の

対
象
と
な
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
の

共
有
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
本
人
同
意
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

1
6

1
8
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重
層
的
支
援
会
議
の
開
催
方
法
等

重
層
的
支
援
会
議
の
開
催
方
法

•
重
層
的
支
援
会
議
は
、
多
機
関
協
働
事
業
者
が
主
催
す
る
。

（
多
機
関
協
働
事
業
を
民
間
団
体
に
委
託
し
て
い
る
場
合
、
市
町
村
は

支
援
関
係
機
関
の
招
集
等
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
必
要
な
協
力
を
行
う
。
）

•
重
層
的
支
援
会
議
は
、
会
議
の
役
割
、
検
討
件
数
や
事
例
の
内
容
に

応
じ
て
、
定
期
開
催
、
随
時
開
催
、
そ
れ
ら
を
併
用
し
た
開
催
が
考

え
ら
れ
る
。

•
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
支
援
調
整
会
議
、
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
地
域
ケ
ア
会
議
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
自
立
支
援
協

議
会
な
ど
既
存
の
会
議
体
と
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
効
果
的
・
効
率

的
に
実
施
す
る
。

重
層
的
支
援
会
議
の
参
加
者

•
多
機
関
協
働
事
業
者

•
市
町
村
職
員

•
包
括
的
相
談
支
援
事
業
者

•
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
継
続
支
援
事
業
事
業
者

•
参
加
支
援
事
業
者

•
そ
の
他
、
事
例
の
内
容
に
応
じ
て
、
関
係
す
る
支
援
機
関

（
生
活
保
護
の
実
施
機
関
、
就
労
等
の
支
援
機
関
、
学
校
や
教
育
委
員
会
な
ど
）

※
重
層
的
支
援
会
議
へ
の
参
加
が
本
人
に
と
っ
て
有
益
な
場
合
に
は
、
本
人

の
参
加
も
考
え
ら
れ
る
。

会
議
開
催
の
タ
イ
ミ
ン
グ
・
内
容

重
層
的
支
援
会
議
は
、
以
下
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
必
ず
開
催
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
支
援
の
進
捗
状
況
の
把
握
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
、
支
援
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
場
合
に
適
切
に
開

催
す
る
。


プ
ラ
ン
策
定
時

・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
に
基
づ
く
本
人
の
目
標
、
支
援
方
針
、
プ
ラ

ン
内
容

・
各
支
援
関
係
機
関
の
役
割
分
担

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
時
期
の
検
討

等


再
プ
ラ
ン
策
定
時

・
本
人
の
状
況
変
化
の
確
認
、
評
価

・
現
プ
ラ
ン
評
価

・
再
プ
ラ
ン
の
内
容
の
確
認


支
援
終
結
の
判
断
時

・
本
人
の
目
標
達
成
状
況
の
確
認
、
評
価

・
支
援
終
結
の
評
価
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
必
要
性
や
そ
の
方
法
の

確
認


支
援
中
断
の
決
定
時

・
本
人
と
の
連
絡
が
完
全
に
取
れ
な
く
な
っ
た
場
合
等
に
お
け
る
支

援
の
中
断

1
7
1
9
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支
援
会
議
（
法
1
0
6
条
の
６
）
の
設
置
の
背
景

○
こ
れ
ま
で
の
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
課
題
を
抱
え
る
地
域
住
民
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
間
で
の
会
議
体
が
法
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
情

報
共
有
が
進
ま
ず
、
深
刻
な
課
題
の
状
態
を
見
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
り
、
予
防
的
な
措
置
を
取
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。

○
こ
の
た
め
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
で
は
支
援
会
議
を
法
定
し
、
会
議
体
の
構
成
員
に
対
し
て
守
秘
義
務
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
援
関
係
者
間

の
積
極
的
な
情
報
交
換
や
連
携
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

○
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
把
握
し
て
い
る
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
課
題
が
疑
わ
れ

る
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
情
報
共
有
や
支
援
に
係
る
地
域
資
源
の
あ
り
方
等
の
検
討

を
行
う

○
守
秘
義
務
の
設
定

○
支
援
に
お
け
る
情
報
共
有
は
本
人
同
意
が
原
則

・
本
人
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
た
め
に
支
援
に
当
た
っ
て
連
携
す
べ
き
庁
内
の
関
係

部
局
・
関
係
機
関
と
の
間
で
情
報
の
共
有
や
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
案

・
同
一
世
帯
の
様
々
な
人
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
課
題
を
抱
え
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
相

談
窓
口
や
関
係
機
関
等
で
相
談
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
世
帯
全
体
の

課
題
と
し
て
、
支
援
に
当
た
っ
て
連
携
す
べ
き
関
係
機
関
・
関
係
者
の
間
で
把
握

・
共
有
さ
れ
て
い
な
い
事
案
等
の
中
に
は
、
世
帯
と
し
て
状
況
を
把
握
し
て
初
め

て
課
題
の
程
度
が
把
握
で
き
る
事
案
が
あ
る
。

支
援
会
議
に
お
け
る
守
秘
義
務

各
法
に
お
け
る
守
秘
義
務

現
行
制
度
に
お
け
る
課
題

支
援
会
議
を
設
置
し
た
場
合

・
本
人
同
意
な
し
で
、
関
係
機
関
で
気
に
な
っ
て
い
る
複
雑
化
・
複
合
化
し
た

課
題
が
疑
わ
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
の
情
報
共
有
が
可
能
と
な
る
。

例
例

多
機
関
協
働

事
業
者

包
括
的
相
談

支
援
事
業
者

本
人
同
意
あ
り

→
情
報
共
有
○

本
人
同
意
な
し

→
情
報
共
有
×

社
会
福
祉

協
議
会教
育
部
局

参
加
支
援

事
業
者
等

多
機
関
協
働

事
業
者

包
括
的
相
談

支
援
事
業
者

本
人
同
意
あ
り

→
情
報
共
有
○

本
人
同
意
な
し

→
情
報
共
有
〇

社
会
福
祉

協
議
会教
育
部
局

参
加
支
援

事
業
者
等

1
9
2
0
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支
援
会
議
（
法
1
0
6
条
の
6
）
に
お
け
る
守
秘
義
務
の
適
用
範
囲

改
正
法
に
基
づ
き
情
報

共
有
が
可
能
な
範
囲

=
罰
則
規
定
の
適
用
範
囲

支
援
会
議

保
健
所

民
生
・
児
童

委
員
協
議
会

中
学
校

構
成
員
の

所
属
機
関

構
成
機
関

守
秘
義
務

（
地
方
公
務
員
法
）

守
秘
義
務

（
民
生
委
員
法
）

守
秘
義
務

（
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
）

構
成
機
関
外
の

関
係
機
関
等

（
資
料
又
は
情
報
提
供
等
の
協
力
依
頼
）

（
資
料
等
の
提
供
）

第
三
者
等
へ
漏
ら
し

た
場
合
は
守
秘
義

務
違
反
！
！

1
年
以
下
の
懲
役

又
は
1
0
0
万
円
以

下
の
罰
金

支
援
会
議
か
ら
の
協
力
依
頼
に
基

づ
く
情
報
等
の
提
供
は
、
個
人
情

報
保
護
法
や
他
の
法
令
に
よ
る
守

秘
義
務
に
反
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。

※
一
方
的
な
情
報
提
供
等
で
は
な

く
双
方
向
の
情
報
交
換
等
が
行
わ

れ
る
場
合
に
は
、
協
力
要
請
時
に

構
成
員
の
委
嘱
を
行
う
こ
と
が
必

要
。

検
討
ケ
ー
ス
の

担
任
な
ど
適
任

者

検
討
ケ
ー
ス
の

地
区
担
当
保

健
師
な
ど
適
任

者

（
参
考
）
守
秘
義
務
の
適
用
範
囲
の
イ
メ
ー
ジ
図

①

③

②

A
さ
ん
っ
て
○
○

な
ん
で
す
っ
て

♪

( 団 体 へ の 委 嘱※)

( 参 加) ( 派 遣)

※
団
体
と
事
前
調
整
の
上
、
団
体
に
属
す
る
者
を

一
括
し
て
構
成
員
と
し
て
委
嘱
す
る
こ
と
も
可
能

①
支
援
会
議
に
お
い
て
は
、
会
議
体
の
構
成
員
に
対
し
て
守
秘
義
務
を
か
け
る
こ
と
で
、
本
人
の
同
意
が
と
れ
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
地
域

に
お
け
る
個
々
の
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
課
題
を
抱
え
る
住
民
に
関
す
る
人
の
情
報
共
有
が
可
能
と
な
る
。

②
複
雑
化
・
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
課
題
を
抱
え
る
人
に
関
す
る
情
報
の
交
換
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
関
係
機
関
等
に
対
し
て
「
課
題
を
抱
え
る
地
域

住
民
に
関
す
る
資
料
又
は
情
報
の
提
供
、
意
見
の
開
陳
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
」
が
可
能
に
な
る
。

③
支
援
会
議
の
構
成
員
が
、
正
当
な
理
由
な
く
、
支
援
会
議
の
中
で
共
有
さ
れ
た
個
人
情
報
等
を
支
援
会
議
の
外
へ
漏
え
い
さ
せ
る
な
ど
守
秘
義
務
に
違
反
し
た

場
合
に
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

※
な
お
、
支
援
会
議
に
お
い
て
も
、
地
方
税
法
第
2
2
条
に
よ
り
、
地
方
公
務
員
が
業
務
上
取
り
扱
う
一
般
的
な
個
人
情
報
よ
り
厳
し
い
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
税
務
職
員
が
有
す
る
納

税
者
等
の
情
報
を
本
人
の
同
意
な
く
共
有
す
る
こ
と
ま
で
は
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
。

2
0 2
1
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第７期琴浦町障がい者福祉計画・第３期障がい児福祉計画の策定状況について

福祉あんしん課

１ 障がい福祉計画の趣旨

市町村は国の指針に即して、障害福祉サービスの提供体制の確保その他業務の円

滑な実施に関する計画を定めるものとする。（障害者総合支援法 88 条）

・提供体制の確保に係る目標に関する事項

・サービスの種類ごとの必要な量の見込み

・地域生活支援事業の種類ごとの実施に関する考え方及び量の見込み

２ 計画の期間

令和６年度～ ８年度（３年間）

３ 意見聴取

令和６年１月２６日

○琴浦町障がい者地域自立支援協議会で実施

・障がい者等への支援の体制整備を図る既存の協議会

・協議会メンバー10 人：身体、知的障がい者相談員、精神障がい者ことうら家族

会代表、Ｂ型、グループホーム事業所他

４ 今後の予定

・パブリックコメント（２月２７日～３月１２日）

・県に意見照会（３月１５日）

５ 新設項目（国の基本指針に準ずる）

2 障害福祉サービスの見込量と見込量確保のための方策

（１）日中活動系サービス

就労選択支援が令和 7年度から開始されるのに伴い、項目を追加

5 地域生活支援事業の見込量と見込量確保のための方策

（10）地域活動支援センター機能強化事業

重層的支援体制整備事業の実施に伴い、項目を追加

６ 既存項目（国の成果目標値を基に設定）

◎ 各種障がい者手帳の所持者数

前回計画と比較し、身体障害者手帳が 739 人から 688 人に 51 人減少、療育手
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帳が 115 人から 138 人に 23 人増加、精神障害者保健福祉手帳が 146 人から 165

人に 19 人増加、全体が 1,000 人から 991 人に 9人減少しました。

1 令和８年度の数値目標の設定

（２）福祉施設から一般就労への移行

一般就労への移行者数は、令和 3年度 1人、令和４年度１人、令和５年度４人の

合計６人でした。

（４）地域生活支援拠点等が有する機能の充実

第６期計画に基づき、地域生活を支援する機能の集約を行う拠点等を中部圏域に

整備しました。

（５）精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築

令和 5年度末までに中部圏域障がい者地域自立支援協議会で設置予定です。

2 障害福祉サービスの見込量と見込量確保のための方策

（１）訪問系サービス

重度訪問介護は令和 4年度から強度行動障がい者 1名利用者があり、実績から

見込み量を 1,488 時間としました。

4 障害児通所支援等の見込量と見込量確保のための方策

（１）障害児通所支援・障害児相談支援

医療型児童発達支援が令和６年度から児童発達支援と統合されるのに伴い、項目

を削除
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地域介護・福祉空間整備等施設整備事業について（追加補正予算）

すこやか健康課

１ 事業の目的

高齢者施設等における利用者の安全性確保を図るため、防災・減災対策を実施する

介護事業者に対し、整備事業に要する経費を支援するもの。

２ 対象施設

（１）施設の名称 陽だまりの家ことうらグループホーム

（２）施設の所在地 鳥取県東伯郡琴浦町逢束 123 番地 1

（３）施設の種類 認知症高齢者グループホーム

（４）設置・経営主体 株式会社 ソルヘム

３ 事業費等

（１）内 示 額 6,691,000 円（財源：国庫支出金 10/10）

（２）対象経費 6,691,000 円（補正予算計上額）

（３）総事業費 7,360,980 円

（４）事業実施期間（予定） 令和６年４月～11 月

４ 事業内容

（１）空調設備改修

耐用年数を超過し老朽化した空調設備の改修

（２）避難経路改修

安全な避難経路を確保するため扉の開閉等の改修

５ その他

・令和５年度追加補正予算として３月議会に上程し、令和６年度に繰越す。

・令和６年１月 12 日令和５年度二次協議申請、令和６年２月 29 日内示通知
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健康ことうら計画（案）に対するパブリックコメントの実施結果について

すこやか健康課

１ パブリックコメントの概要

(１)内容（別添）

健康ことうら計画（第４期琴浦町健康計画）（案）

(２)意見募集の期間

令和６年１月１５日（月）～令和６年２月４日（日）

(３)周知方法

行政放送、町ホームページによる周知

閲覧場所（役場本庁舎・分庁舎、まなびタウンとうはく）の設置

２ 意見の提出状況

３ 意見の内容と対応方針

対応方針：①反映する（一部のみ反映するものも含む） ②既に盛り込み済み

③今後の検討課題 ④対応困難 ⑤その他（意見等）

郵便 ファクシミリ 電子メール 持参 合計

０ ０ ０ １ １

項目 応募意見の概要 応募意見に対する町の考え方

喫煙対策 喫煙対策のことについ

て、たばこは体によくな

いのでやめてもらいた

い。

令和２年４月から施行

された受動喫煙対策によ

り、病院・学校、行政機

関では原則敷地内禁煙、

それ以外の施設も原則屋

内禁煙となっている。

たばこを吸っていると

体に悪い影響が増加しや

すいので今一度やめてい

ただく方向で検討をして

欲しい。

本計画では第３章（P.33～）に喫
煙対策について記載しています。具

体的な内容としては、健康被害につ

いての啓発、禁煙教育の実施、すで

に喫煙している人に対して禁煙指導

の実施や禁煙に関する支援情報の提

供を行うことを施策や取り組みに掲

げています。また、受動喫煙対策の

強化を受け、人の多く集まる場所な

どで、受動喫煙を未然に防ぐ環境整

備を引き続き進めていきます。

そのため、計画では妊婦や各年

代、男女別の喫煙割合及び受動喫煙

発生状況を調査し、具体的な施策に

つなげられるよう取り組んでいきた

いと考えています。

②
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第３期琴浦町国民健康保険事業実施計画（データヘルス計画）及び第４期特定健康診

査等実施計画の策定について

すこやか健康課

第３期琴浦町国民健康保険事業実施計画（データヘルス計画）及び第４期特定健康診

査等実施計画の策定について、次のとおり報告するもの。

１ 計画の期間

令和６年度～令和 11 年度（６年間）

２ 琴浦町国民健康保険運営協議会委員の構成（９名）

被保険者代表 ３名、公益代表 ３名（農業委員会、食生活改善推進員、民生児

童委員）、医療機関代表 ３名

３ 計画の概要【別添に計画】

（１）趣旨

国民健康保険被保険者の健康の保持増進や生活の質の向上を図るため、レセプ

トデータや特定健診結果の分析などを踏まえ、６年ごとに計画を策定するもの。

（２）データから見る主な健康課題

①新規の人口透析治療患者が増加（40～59 歳男性 ４人、６年前策定時は０人）

②男女ともに腎不全・糖尿病、高血圧性疾患の１人当たり外来医療費が他の疾病と

比べ高い。

③生活習慣病の患者割合は、40～59 歳女性の糖尿病を除き、県平均より高い。また、

40～59 歳女性の高血圧、脂質異常症の割合は県平均と比べ、5％程度も高い。

（２）方針

○計画目標

「被保険者の健康保持増進及び健康寿命の延伸を目的とし、医療費の適正化及び

保険者（町）の財政基盤の強化を図る」

○取組の方向性

①生活習慣病の発症抑制と重症化予防への取組強化

（特定健康診査・特定保健指導の実施率の向上、糖尿病性腎症重症化予防等）

②県内保険者共通の評価指標を設定（国・県による標準化の推進）

③高齢者の割合が高いことを踏まえ、介護部門や後期高齢者医療分野との連携

や取り組みの強化

４ 運営協議会の開催状況

第１回 令和５年６月８日（木）、 第２回 令和６年２月 15 日（木）

５ 今後の予定

２月 27 日（火）～３月 12 日（火） パブリックコメント
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第９期介護保険事業計画・高齢者福祉計画（案）に対する

パブリックコメントの実施結果について

すこやか健康課

１ パブリックコメントの概要

(１)内容（別添に計画）

第９期介護保険事業計画・高齢者福祉計画（案）

(２)意見募集の期間

令和６年２月７日（水）～令和６年２月２１日（水）

(３)周知方法

行政放送、町ホームページによる周知

閲覧場所（役場本庁舎・分庁舎、まなびタウンとうはく）の設置

２ 意見の提出状況

３ 意見の内容と対応方針

対応方針：①反映する（一部のみ反映するものも含む） ②既に盛り込み済み

③今後の検討課題 ④対応困難 ⑤その他（意見等）

郵便 ファクシミリ 電子メール 持参 合計

０ ０ １ ０ １

項目 応募意見の概要 応募意見に対する町の考え方

目標及び施

策

令和６年４月から重層的

支援体制整備事業実施と書

かれていますが、どこが窓

口になりますか。新しい窓

口ができますか。多問題重

複課題の相談対応は、部署

横断で課題解決に取り組む

必要が出てくると思われま

す。ぜひとも効果的に事業

が行われるよう、窓口設

置、担当者配置の検討をお

願いいたしします。

これまでどおり、介護・障がい・子育

て・生活困窮の各分野の窓口が相談をお

受けしますが、困り事が複雑多岐にわた

る場合やどこに相談すればよいか分から

ない場合は、福祉あんしん課にご相談く

ださい。

また、新たな窓口の設置はありません

が、既存の相談支援や取組を活かし複雑

化・複合化した課題に幅広く対応しま

す。

⑤
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生活支援コーディネータ

ーさんが各市町で活躍して

いるようです。日常圏域を

１つとしている琴浦町は１

人ですか。

２０ページに記されてい

るのですが、どこに配属さ

れていますか。計画の中で

位置づけがわかりにくかっ

たので明示していただける

と、どこにいて何をしてい

るのかわかり相談しやすく

なります。

現在、すこやか健康課に１名配置して

います。

重層的支援体制整備事業実施に伴い、

令和６年４月以降は琴浦町社会福祉協議

会に当該事業を委託し１名配置予定で

す。

生活支援コーディネーターの記載につ

きましては、位置づけがわかりやすいよ

う計画中に追記します。

①
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日本海新聞社ＮＩＥ表彰について

教育総務課

１ 趣 旨

ＮＩＥ活動に取組む学校や個人、団体など

を顕彰するため、新日本海新聞社が新たに創

設した制度。

琴浦町立船上小学校が鳥取県内初の表彰

を受けました。

＊ＮＩＥ：Newspaper in Education の略

新聞を学習教材として活用する取組み。

２ 船上小学校ＮＩＥ活動の取組み

船上小学校では、児童の読む力や考える力を育むことなどを目的に、ＮＩＥ

活動に積極的に取り組んでいます。

開校以来 10 年連続で学校新聞を発行。また、学習活動の中で新聞を活用す

るほか全校ＮＩＥ参観日を開催したり、児童が読者として寄稿したりするなど、

さまざまな取組みを継続して行っています。
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台湾との中学生相互交流事業について

教育総務課

１ 参加申込状況について

申込期限 令和 6年 3月 1日（金）

申込者数 ８人（東伯中学校６人、赤碕中学校２人）

２ 相互交流事業計画

生徒派遣 令和６年７月３１日（水）～８月４日（日）４泊５日

生徒受入 令和７年２月１２日（水）～２月１６日（日）４泊５日

＊相互ホームステイ

３ 派遣準備スケジュール

事前説明会（予定）

日時：令和６年４月３０日（火）

会場：まなびタウンとうはく

対象：参加者及び保護者

事前研修会（語学講座を含む）

・７月上旬まで６回程度開催

・琴浦町や学校のＰＲスライド等の作成

・英語、台湾華語等の語学を学習
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日本海新聞ふるさと大賞の受賞について

社会教育課

１ 趣旨

スポーツ、文化振興、地域の発展に寄与した個人や団体を顕彰することで、活動の

奨励および活動の波及効果を目的とするもの。

鳥取県内の各市町村と（一般社団法人）日本海新聞ふるさと創り事業団とが共催で

表彰するもので、和５年度は、下記の２団体が表彰されました。

２ 受賞者

（１）地域貢献賞

ほこてん商会実行委員会

琴浦町のＪＲ赤碕駅前ににぎわいを

取り戻したいとの思いから、町内の有志

が集まり、イベントをしようと結成。

同町役場分庁舎の駐車場でビアガー

デンを行ったり、同駅前の道路で「歩行

者天国イベント」を開催したりするなど、

地域活性化に貢献している。

（２）スポーツ文化功労賞

赤碕中学校駅伝部

駅伝部男子が、鳥取県中学総体で

28 年ぶりに優勝を飾り、昨年 12 月の

全国中学校駅伝大会（滋賀県）に出

場。31 位と健闘した。

全国都道府県対抗男子駅伝（広島

市）でもエース山本圭悟選手が区間５

位で５人抜きと大健闘し、県順位の

31 位に大きく貢献した。

３ その他

・２月２５日（日） 表彰式開催

・２月２８日（水） 日本海新聞に表彰式の様子が掲載

・３月以降 日本海新聞に県内受賞者一覧が掲載

・４月 ４月号町報誌掲載
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第３次琴浦町子ども読書活動推進計画策定について

社会教育課

１ 趣旨

子どもたちを取り巻く環境が大きく変化している中でも、自ら進んで読書活動を行う

ことができるよう、読書の機会の充実や読書環境の整備、推進を図っていくため、第３

次計画を策定しました。

２ 策定経過（パブリックコメント以後）

（１）パブリックコメントの実施

意見募集期間：令和５年１２月６日(水)～１２月２６日(火)

パブリックコメントの結果：意見提出０件

（２）計画案の修正

１２月２６日に開催された学校図書部会での意見を元に、１カ所修正

※学校図書部会：町内小中学校の司書教諭・学校司書、指導主事、司書による連絡会

（３）第３回子ども読書活動推進計画策定員会

日時：２月２８日(水)･･･悪天候のため中止

書面による報告、修正案の承認

（４）教育委員会にて承認

２月 19 日、琴浦町教育委員会定例会で計画案を承認

３ 今後のスケジュール

令和６年４月 本計画施行

４ 第３次琴浦町子ども読書活動推進計画

●別添のとおり
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キッズオープンデーの実施結果について

社会教育課

１ 趣旨

屋内での子どもの遊び場不足解消のため、中学生以下の子どもを対象に、公共

施設の一部を無料開放する「キッズオープンデー」を実施しました。

２ 対象

町内在住の中学生以下の子ども及びその保護者

（小学２年生以下は保護者の同伴必須）

３ 実施結果

以下の２施設で実施しました。

【来場者からの意見（アンケートより抜粋）】

・友達と遊べて楽しかった。

・天気が悪くても体を動かせるのは良いと思った。

・何をするか、いつするか自分で自由に決められるので良かった。

・防寒対策と遊ぶ道具を持ってないとなかなか参加が難しい。

４ その他

・来年度以降の実施については、利用状況やアンケートの意見等をふまえて検

討します。

日時・会場 来場者数

上郷地区公民館 体育館

1/13（土）、2/10（土）、3/9（土）
13:00～16:00

1/13…３名（子ども２名、保護者１名）

2/10…５名（子ども３名、保護者２名）

3/9…３名（子ども２名、保護者１名）

まなびタウンとうはく

４階 多目的ホール

2/11（日・祝）、3/10（日）
10:00～12:00、13:00～16:00

2/11…３名（子ども２名、保護者１名）

3/10…６名（子ども４名、保護者２名）
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